
二
三

　
　
　

東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
（
二
十
一
）

　
　
　　
　
　
　
　
　
―
学
術
機
関
・
文
化
団
体
な
ど
の
蔵
書
印
―

中　
善　
寺　

慎

　
　

既
刊
連
載
目
次

一　
　

朝
鮮
本
に
押
捺
さ
れ
た
朝
鮮
の
蔵
書
家
の
蔵
書
印	

書
報
35
号

二　
　

僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
（
上
）	

書
報
36
号

三　
　

僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
（
下
）	

書
報
37
号

四　
　

国
学
者
の
蔵
書
印
（
上
）	

書
報
38
号

五　
　

国
学
者
の
蔵
書
印
（
下
）	

書
報
39
号

六　
　

漢
学
者
・
漢
詩
人
の
蔵
書
印	

書
報
40
号

七　
　

学
校
・
教
育
機
関
の
蔵
書
印	

書
報
41
号

八　
　

医
家
・
本
草
家
の
蔵
書
印	
書
報
42
号



二
四

九　
　

大
名
・
藩
主
と
そ
の
家
の
蔵
書
印	

書
報
43
号

十　
　

幕
臣
・
藩
士
の
蔵
書
印	

書
報
44
号

十
一　

戯
作
者
・
操
觚
者
・
新
聞
社
の
蔵
書
印	

書
報
45
号

十
二　

商
賈
・
実
業
家
・
企
業
の
蔵
書
印	

書
報
46
号

十
三　

近
代
の
学
者
・
教
授
の
蔵
書
印	

書
報
47
号

十
四　

図
書
館
・
博
物
館
と
そ
の
周
辺
の
蔵
書
印	

書
報
48
号

十
五　

政
治
家
・
官
僚
の
蔵
書
印	

書
報
49
号

十
六　

欧
米
人
の
蔵
書
印	

書
報
50
号

十
七　

歌
人
・
俳
人
・
詩
人
の
蔵
書
印	

書
報
51
号

十
八　

植
物
学
者
の
蔵
書
印	

書
報
52
号

十
九　

公
家
・
華
族
の
蔵
書
印	

書
報
53
号

二
〇　

東
洋
文
庫
関
係
者
の
蔵
書
印	

書
報
54
号



二
五

　
　
　

凡　
　

例

・
印
影
は
縮
尺
任
意
の
単
色
写
真
で
あ
る
。

・
印
文
の
縦
の
寸
法
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
数
字
で
掲
げ
た
。

・
複
数
の
資
料
に
該
当
蔵
書
印
を
見
い
出
せ
る
も
の
は
、
印
影
を
採
集
し
た
資
料
名
に
＊
印
を
付
し
た
。

・
資
料
名
に
つ
づ
け
て
、
請
求
記
号
を
丸
括
弧
に
包
ん
で
付
し
た
。

・
機
関
・
団
体
の
沿
革
な
ど
は
主
と
し
て
次
の
資
料
に
依
っ
た
。

大
空
社
『
戦
時
下
日
本
文
化
団
体
事
典
』

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』

国
立
国
会
図
書
館
編
『
人
と
蔵
書
と
蔵
書
印
』

榎
一
雄
『
東
洋
文
庫
の
六
十
年
』

東
洋
文
庫
編
『
東
洋
文
庫
八
十
年
史
』

・
配
列
は
、
印
記
所
有
者
の
よ
み
の
五
十
音
順
と
し
た
。



二
六

亜
細
亜
協
会

　

明
治
期
の
ア
ジ
ア
主
義
的
政
治
団
体
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
団
結
の
も
と

ア
ジ
ア
の
興
隆
を
目
的
と
し
て
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
創
立
し

た
興
亜
会
を
前
身
と
す
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
六
年
に
改
組
改
称
さ
れ

亜
細
亜
協
会
が
設
立
さ
れ
る
。
会
長
は
長
岡
護
美
、
副
会
長
は
渡
辺
洪

基
、
会
員
に
は
副
島
種
臣
・
柳
原
前
光
・
歴
代
清
国
公
使
な
ど
外
交
官

と
成
島
柳
北
・
重
野
安
繹
ら
の
文
人
が
目
立
つ
。
機
関
誌
『
亜
細
亜
協

会
報
告
』
は
明
治
十
七
年
四
月
の
創
刊
。
ア
ジ
ア
史
の
編
纂
を
め
ざ
し

史
料
を
収
集
し
て
『
会
余
録
』
を
編
集
刊
行
し
た
。
東
京
市
京
橋
区
西

紺
屋
町
十
九
番
地
に
事
務
所
を
置
く
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
交
流
・
連
帯
を

趣
旨
と
し
た
が
、
日
中
国
交
の
緊
張
と
と
も
に
会
員
数
は
減
少
。
明
治

三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
東
亜
同
文
会
に
吸
収
合
併
さ
れ
解
消
し
た
。

「
亜
細
亜
協
会
図
書
之
記
」（
48
）	

『
満
清
紀
事
』（
Ⅱ　
五　
八
二
二
）



二
七

運
輸
調
査
局

　

昭
和
戦
後
期
の
調
査
研
究
機
関
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四

月
、
東
亜
交
通
学
会
（
昭
和
十
六
年
設
立
）
を
改
組
し
て
発
足
し
た
。

交
通
に
関
す
る
学
術
的
・
実
際
的
研
究
調
査
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

交
通
事
業
の
発
達
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
理
事
長
は

片
岡
謌
郎
。
当
初
の
事
務
所
は
、
本
室
が
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
の

日
本
国
有
鉄
道
内
に
、
分
室
（
調
査
関
係
各
部
と
統
計
所
）
が
港
区
芝

汐
留
二
丁
目
に
置
か
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
七
月
に
機
関
月
刊
誌
『
運

輸
調
査
月
報
』
を
創
刊
（
翌
年
に
『
運
輸
と
経
済
』
と
改
題
）。
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
一
般
財
団
法
人
に
移
行
、
平
成
二
十
九
年
に

交
通
経
済
研
究
所
と
名
称
変
更
し
て
今
日
に
至
る
。
創
立
時
よ
り
関
係

資
料
の
蒐
集
保
管
に
努
め
、
現
在
は
図
書
四
万
冊
、
雑
誌
五
百
タ
イ
ト

ル
の
所
蔵
が
あ
る
。
交
通
経
済
・
経
営
分
野
の
専
門
図
書
室
と
し
て
知

ら
れ
、
上
野
資
料
室
で
一
般
公
開
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省
所
管
。

「
運
輸
調
査
局
No.
」（
36
）

	

『
華
中
鉄
道
沿
革
史
』（
XIII　

六　
Ｂ　
ｃ　
二
五
）

「
財
団
法
人
運
輸
調
査
局
蔵
書
之
印
」（
60
）

	

『
華
中
鉄
道
沿
革
史
』（
XIII　

六　
Ｂ　
ｃ　
二
五
）



二
八

開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会

　

昭
和
戦
後
期
の
財
団
法
人
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
八
月
に

財
団
法
人
の
設
立
認
可
。
開
国
百
年
を
記
念
し
て
わ
が
国
の
近
代
文
化

を
開
明
し
わ
が
文
化
に
対
す
る
内
外
の
理
解
を
深
め
新
日
本
の
建
設
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

明
治
文
化
史
・
日
米
文
化
交
渉
史
関
係
史
料
の
調
査
収
集
、
文
化
振
興

に
貢
献
す
る
事
業
の
奨
励
な
ど
を
行
な
っ
た
。
会
長
は
羽
田
亨
。
評
議

員
に
石
田
幹
之
助
、
職
員
に
岡
野
他
家
夫
の
名
が
見
え
る
。
設
立
当
初

は
文
部
省
内
に
仮
事
務
所
を
置
い
た
が
、
ま
も
な
く
港
区
麻
布
北
日
ヶ

窪
に
移
転
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
事
業
会
解
散
に
当
た
っ

て
蔵
書
約
六
千
点
を
東
洋
文
庫
に
寄
贈
し
た
。
そ
の
内
容
は
、『
東
洋

文
庫
所
蔵
近
代
日
本
関
係
文
献
分
類
目
録
』
に
詳
し
い
。
こ
の
資
料
寄

贈
を
契
機
と
し
て
東
洋
文
庫
に
近
代
日
本
研
究
委
員
会
が
発
足
す
る
。

「
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
所
蔵
図
書
印
」（
36
）

	

『
新
撰
洋
学
年
表
』（
Ⅹ　
一　
一
〇
〇
五
）

	

＊
『
聴
松
盦
主
人
伝
』（
Ⅹ　
五　
Ｌ　
ｆ　
四
七
四
）

	

『
万
国
公
法
』（
ⅩII　

一　
Ｂ　
一
〇
〇
一
）

	

『
勲
位
録
』（
ⅩII　

三　
Ｂ　
ｂ　
四
五
）

	

『
高
島
屋
百
年
史
』（
XVII　

一　
Ｆ　
四
四
）
ほ
か



二
九

近
代
中
国
研
究
委
員
会

　

東
洋
文
庫
内
に
設
置
さ
れ
た
研
究
組
織
の
一
つ
。
発
足
か
ら
約
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
委
員
会
を
主
宰
し
代
表
者
を
務
め
た
の
が
市
古
宙
三
（
一

九
一
三　
二
〇
一
四
）
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
基
礎

的
資
料
の
収
集
と
整
理
を
目
的
と
す
る
近
代
中
国
研
究
室
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
翌
年
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
助
成
に
よ
り
近
代
中
国
研
究
委

員
会
が
発
足
す
る
と
、
関
係
資
料
の
収
集
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
に
は
近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
研
究
者
へ
の

便
宜
供
与
の
一
環
と
し
て
一
般
参
考
書
室
を
備
え
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ

る
。
そ
の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
財
団
・
ア
ジ
ア
財
団
・
フ
ォ
ー

ド
財
団
・
三
菱
財
団
な
ど
か
ら
の
資
金
援
助
も
受
け
て
資
料
の
拡
充
が

図
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
年
、
東
洋
文
庫
別
置
で
あ
っ
た
近
代
中
国
研
究

委
員
会
は
活
動
を
停
止
し
東
洋
文
庫
内
の
研
究
組
織
に
組
み
込
ま
れ
、

収
集
し
た
近
代
中
国
研
究
関
係
資
料
約
八
万
冊
も
、
こ
の
時
に
東
洋
文

庫
に
移
管
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
蔵
書
印
の
押
捺
位

置
に
若
干
の
変
化
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
委
員
会
の
名
称
は
そ
の
後
も

存
続
し
、
同
じ
蔵
書
印
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇

三
）
研
究
部
の
新
体
制
移
行
に
伴
い
、
近
代
研
究
班
の
名
称
と
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
昭
和
四
十
二
年
に
収
集
資
料
中
の
綫
装
本
が
一

括
し
て
東
洋
文
庫
に
移
さ
れ
て
い
る
（『
新
着
図
書
目
録
一
六
号
』「
近

代
中
国
研
究
室
寄
贈
書
」）。

「
近
代
中
国
研
究
委
員
会
蔵
書
印
」（
21
）

＊
『Industrial	organization	in	China

』（
一
）
ほ
か



三
〇

近
代
日
本
研
究
委
員
会

　

東
洋
文
庫
内
に
設
置
さ
れ
た
研
究
組
織
の
一
つ
。
昭
和
三
十
五
年
（
一

九
六
〇
）
ア
ジ
ア
の
近
代
化
の
な
か
で
の
日
本
近
代
史
研
究
を
推
進
す

る
べ
く
近
代
日
本
研
究
室
が
設
置
さ
れ
、
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会

か
ら
の
資
料
受
贈
を
契
機
に
し
て
関
係
資
料
の
収
集
と
整
理
を
開
始
す

る
。
昭
和
三
十
七
年
近
代
日
本
研
究
委
員
会
が
発
足
。
翌
年
に
『
近
代

日
本
関
係
文
献
分
類
目
録
』
の
刊
行
を
完
了
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
。

そ
の
後
は
、
近
代
日
本
関
係
資
料
を
基
本
と
し
て
、
基
礎
的
調
査
事
業

を
進
め
る
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
活
動
の
中
心
を
岩
崎
文
庫

貴
重
書
の
書
誌
的
研
究
に
移
し
、
名
称
を
日
本
研
究
委
員
会
と
改
め
た
。

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
日
本
研
究
班
と
改
称
。
旧
蔵
書
の
大
半
は

近
代
中
国
研
究
委
員
会
が
引
き
継
い
で
い
る
。

「
近
代
日
本
研
究
委
員
会
蔵
書
印
」（
21
）

＊
『Catalogue	of	European	printed	books

』（
Ｂ　
九
五
）
ほ
か



三
一

国
際
文
化
振
興
会

　

昭
和
戦
前
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
。
国
際
間
の
文
化
交
流
、
と
く

に
日
本
文
化
の
海
外
紹
介
を
は
か
り
、
世
界
文
化
の
進
展
お
よ
び
人
類

の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九

三
四
）
創
設
。
以
来
、
展
覧
会
・
講
演
会
な
ど
の
開
催
、
映
画
の
作
製
・

配
給
、
出
版
な
ど
多
く
の
事
業
を
行
な
っ
た
。
ま
た
創
設
に
際
し
て
、

そ
の
多
角
的
な
対
外
活
動
の
一
環
と
し
て
、
在
留
外
国
人
の
た
め
に
日

本
関
係
欧
文
資
料
を
集
め
た
図
書
室
・
資
料
室
を
設
け
た
が
、
こ
の
時

に
資
料
の
選
定
に
携
わ
っ
た
の
が
石
田
幹
之
助
（
の
ち
同
会
理
事
）
で

あ
る
。
図
書
室
は
当
初
、
東
京
丸
の
内
の
明
治
生
命
ビ
ル
七
階
に
置
か

れ
た
が
、
昭
和
十
八
年
に
立
教
大
学
構
内
に
あ
っ
た
池
袋
分
室
に
移
り
、

戦
後
は
渋
谷
松
涛
の
本
部
に
移
転
後
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
昭
和
三
十

二
年
ま
で
は
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
寄
託
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
閲
覧
室
）
を
経
て
、

本
部
事
務
所
移
転
に
併
せ
港
区
芝
白
金
台
に
移
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）
特
殊
法
人
国
際
交
流
基
金
の
発
足
に
伴
い
、
同
基
金
に

事
業
を
引
継
い
で
解
散
し
た
。

　

掲
出
書
は
四
点
と
も
山
本
達
郎
旧
蔵
。

「
国
際
文
化
振
興
会
調
査
部
蔵
書
」（
30
）

	

『
南
方
外
交
史
話
』（
Ⅹ　
五　
Ｆ　
二
五
八
）

	

『
海
南
島
民
族
誌
』（
Ⅹ　
六　
Ｂ　
ｇ　
三
三
）

	

＊
『
安
南
民
族
運
動
史
概
説
』（
Ⅹ　
六　
Ｅ　
一
四
九
）

	
『
仏
領
印
度
支
那
経
済
発
達
史
』（
XIII　

六　
Ｃ　
五
二
）



三
二

産
業
設
備
営
団

　

昭
和
戦
前
期
の
公
企
業
。
戦
時
生
産
力
増
強
の
た
め
に
私
的
資
本
を

補
強
し
未
動
遊
休
工
業
設
備
の
買
上
げ
お
よ
び
活
用
を
意
図
し
て
、
設

備
営
団
法
に
基
づ
き
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
に
設
立
さ
れ

た
。
政
府
出
資
は
四
億
円
。
総
裁
副
総
裁
各
一
名
、
理
事
九
名
、
監
事

二
名
。
本
部
事
務
所
を
麹
町
区
有
楽
町
一
丁
目
の
三
信
ビ
ル
内
に
置
い

た
。
事
業
部
、
船
舶
部
、
総
務
部
、
経
理
部
、
技
術
部
よ
り
な
る
。
昭

和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
二
月
に
閉
鎖
機
関
に
指
定
さ
れ
、
清
算

し
た
。

　

掲
出
書
は
、「
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
職
員
組
合
丸
の
内
分
会
図
書
印
」
の
印
も

捺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
産
業
設
備
営
団
か
ら
閉
鎖
機
関
整
理
委
員
会
（
昭

和
二
十
七
年
解
散
）
を
経
由
し
て
、
そ
の
後
に
東
洋
文
庫
へ
伝
来
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。	

「
産
業
設
備
営
団
生
活
協
同
組
合
之
印
」（
35
）

	

『
朝
日
年
鑑
』（
Ｙ　
一
六
三
）

「
の
部
第
号
総
括
第
号
」（
30
）	

『
朝
日
年
鑑
』（
Ｙ　
一
六
三
）



三
三

支
那
経
済
慣
行
調
査
部

　

昭
和
戦
前
期
に
京
都
帝
国
大
学
内
に
置
か
れ
た
学
術
団
体
。
昭
和
十

四
年
（
一
九
三
九
）
東
亜
研
究
所
第
六
調
査
研
究
委
員
会
の
調
査
研
究

受
託
の
た
め
に
設
置
さ
れ
、
土
地
慣
行
（
主
任
八
木
芳
之
助
）、
商
事

及
び
金
融
慣
行
（
主
任
谷
口
吉
彦
）、
工
鉱
業
慣
行
（
主
任
蜷
川
虎
三
）

の
三
部
体
制
で
調
査
研
究
が
実
施
さ
れ
た
。
学
部
長
の
石
川
興
二
は
総

務
主
任
と
な
り
顧
問
格
の
神
戸
名
誉
教
授
と
と
も
に
研
究
を
総
括
し
た
。

翌
昭
和
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
文
献
目
録
四
種
一
一
冊
の
編
纂
の
ほ
か
、

成
果
報
告
書
に
『
支
那
経
済
慣
行
調
査
報
告
』
一
七
冊
が
あ
る
。

　

第
六
調
査
研
究
委
員
会
は
、
興
亜
院
の
主
導
の
も
と
、
中
国
本
土
の

法
的
経
済
的
諸
慣
行
の
解
明
を
企
図
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
調
査

期
間
は
三
カ
年
。
現
地
調
査
は
す
べ
て
満
鉄
調
査
機
関
に
委
嘱
さ
れ
、

法
律
学
的
慣
行
調
査
が
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
に
、
経
済
学
的
慣
行
調

査
が
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
に
委
託
さ
れ
た
。
東
亜
研
究
所
か
ら
附

属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
支
那
経
済
慣
行
調
査
文
庫
」
六
九
五
五
冊

が
京
都
大
学
経
済
学
部
に
残
さ
れ
て
い
る
。

「
支
那
経
済
慣
行
調
査
部
」（
37
）

	

『
銭
局
歴
年
収
発
公
文
編
号
簿
』（
Ⅱ　
一
五　
Ｂ　
二
四
四
）

	

＊
『
広
東
銭
局
各
稿
底
簿
』（
Ⅱ　
一
五　
Ｂ　
二
四
五
）

	

『
呉
淞
開
沙
局
関
係
稟
稿
』（
Ⅱ　
一
五　
Ｂ　
一
九
九
）



三
四

政
治
経
済
研
究
所

　

昭
和
戦
後
期
の
経
済
調
査
機
関
。
前
身
で
あ
る
財
団
法
人
東
亜
研
究

所
の
資
産
を
引
き
継
ぎ
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
設
立
さ
れ

た
。
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
に
関
す
る
調
査
研
究
と
資
料
収
集
を

行
な
い
、
そ
の
成
果
を
広
く
公
開
・
普
及
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
政
治
・

経
済
・
社
会
・
文
化
の
向
上
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

昭
和
二
十
二
年
機
関
誌
『
政
経
資
料
月
報
』
創
刊
（
誌
名
変
遷
し
て
現

在
『
政
経
研
究
』）。
事
務
所
は
は
じ
め
神
田
駿
河
台
の
旧
東
亜
研
究
所

跡
に
置
か
れ
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
渋
谷
区
穏
田
一
丁
目
に
移
転
（
現

在
は
江
東
区
北
砂
）。
こ
の
年
、
文
部
大
臣
指
定
研
究
機
関
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
公
益
財
団
法
人
。

「
政
治
経
済
研
究
所
蔵
書
」（
36
）

	

『
貿
易
年
鑑
』（
Ⅶ　
二　
二
三
四
三
）



三
五

世
界
経
済
調
査
会

　

昭
和
戦
前
期
の
経
済
調
査
機
関
。
世
界
経
済
情
勢
の
調
査
研
究
、
諸

外
国
と
の
経
済
提
携
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四

一
）
発
足
し
た
。
日
本
経
済
聯
盟
会
に
附
設
さ
れ
た
対
外
経
済
調
査
委

員
会
（
昭
和
十
四
年
設
立
）
が
、
機
構
を
拡
大
強
化
す
る
た
め
に
発
展

的
に
改
組
し
た
も
の
で
あ
る
。
麹
町
区
有
楽
町
一
丁
目
の
東
日
会
館
別

館
内
に
事
務
所
を
置
い
た
が
、
間
も
な
く
大
手
町
二
丁
目
の
世
界
経
済

館
に
移
っ
た
。
事
務
局
は
総
務
・
調
査
・
事
業
の
三
部
で
構
成
さ
れ
、

調
査
部
に
は
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
経
済
研
究
室
が

設
け
ら
れ
調
査
研
究
を
担
当
し
た
。
大
陸
に
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
苦

心
し
て
蒐
集
し
た
図
書
資
料
約
二
万
冊
が
、
戦
災
を
免
れ
戦
後
の
発
展

の
基
礎
と
な
っ
た
と
い
う
。
昭
和
二
十
一
年
に
月
刊
機
関
誌
『
世
界
経

済
』
を
創
刊
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
日
本
国
際
問
題
研
究
所

が
吸
収
合
併
し
た
。
戦
時
期
の
世
界
経
済
調
査
会
関
係
資
料
は
、
名
古

屋
大
学
の
所
蔵
す
る
「
荒
木
光
太
郎
文
書
」
中
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

「
財
団
法
人
世
界
経
済
調
査
会
受
入
図
書
番
号
第
号
」（
30
）

	

『
黒
竜
江
租
税
志
』（
九
〇
〇
七
）

「
財
団
法
人
世
界
経
済
調
査
会
図
書
之
印
」（
66
）

	

『
黒
竜
江
租
税
志
』（
九
〇
〇
七
）



三
六

対
米
船
舶
提
供
記
念
財
団

　

昭
和
戦
前
期
の
財
団
法
人
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
第
一
次
大
戦

で
海
運
輸
送
力
の
不
足
を
き
た
し
た
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
船
舶
提
供
の

懇
請
が
あ
っ
た
際
、
貸
与
に
応
じ
た
日
本
船
主
へ
日
米
両
政
府
よ
り
補

助
金
が
支
払
わ
れ
た
が
、
こ
の
補
助
金
の
一
部
を
基
金
と
し
て
、
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
に
、
日
本
郵
船
・
大
阪
商
船
・
東
洋
汽
船
な
ど
の

海
運
九
社
と
日
本
海
員
掖
済
会
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
。
海
事
に
関
す
る

調
査
研
究
、
知
識
の
普
及
、
資
料
の
刊
行
、
そ
の
ほ
か
海
事
の
発
達
に

貢
献
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
補
助
奨
励
を
財
団
の
目
的
と
し
た
。

麹
町
区
大
手
町
二
丁
目
の
逓
信
省
管
船
局
内
に
事
務
所
を
置
く
。

「
管
船
局
寄
贈
」（
51
）	

『
山
東
と
日
本
の
関
係
』（
四
五
九
四
）

「
対
米
船
舶
提
供
記
念
財
団
図
書
之
印
」（
51
）

	

『
山
東
と
日
本
の
関
係
』（
四
五
九
四
）



三
七

東
亜
研
究
所

　

昭
和
戦
前
期
の
総
合
的
な
調
査
研
究
機
関
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三

八
）
国
策
樹
立
の
た
め
の
資
料
提
供
を
目
的
に
企
画
院
管
掌
の
も
と
に

設
け
ら
れ
た
。
調
査
態
勢
は
大
規
模
な
も
の
で
、
ア
ジ
ア
全
体
お
よ
び

周
辺
諸
地
域
を
調
査
対
象
と
し
、
調
査
テ
ー
マ
も
自
然
科
学
・
社
会
・

経
済
・
政
治
と
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
員
は
嘱
託
も
含
め
て
千
人
以
上

に
及
ん
だ
。
昭
和
十
四
年
に
機
関
誌
『
東
亜
研
究
所
報
』
創
刊
。
豊
富

な
運
営
資
金
に
よ
る
外
部
委
嘱
調
査
も
委
員
会
方
式
で
多
数
実
施
さ
れ
、

代
表
的
な
も
の
に
満
鉄
調
査
部
な
ど
と
共
同
で
行
な
っ
た
支
那
慣
行
調

査
（
第
六
調
査
委
員
会
）
が
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
解

散
。
残
余
資
産
は
政
治
経
済
研
究
所
に
引
き
継
が
れ
た
。
約
十
五
万
冊

の
収
集
資
料
は
、
う
ち
六
万
冊
が
占
領
軍
に
接
収
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は

市
井
に
流
出
し
四
散
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
に
は
昭
和
二
十
四
年
購

入
の
漢
籍
約
三
万
冊
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
東
亜
研
究
所
購
入
」（
25
）	＊『
浙
江
省
教
育
統
計
』（
九
五
二
〇
）ほ
か

「
東
亜
研
究
所
蔵
書
」（
39
）	

＊
『
浙
江
省
教
育
統
計
』（
九
五
二
〇
）

『O
ver	M

aleische	Literatuur

』

（
Ｙ　
ｎ
Ⅸ　

七　

Ｅ　

一
三
）
ほ
か

「
東
亜
研
究
所
蔵
書
之
印
」（
49
）	『
清
文
彙
書
』（
Ｍ
Ａ
二　
四　
六
二
）

	

＊
『Report	and	budget	for	the	year

』（
七
三
五
）

『
費
唐
君
提
交
上
海
公
共
租
界
工
部
局
報
告
書
第
一
巻
摘
要
訳
文
』

（
四
四
三
〇
）

	

『
浙
江
省
教
育
統
計
』（
九
五
二
〇
）
ほ
か



三
八

東
京
統
計
協
会

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
民
間
統
計
団
体
。
明
治
十
一
年
（
一
八

七
八
）
杉
享
二
ら
の
創
立
し
た
製
表
社
を
前
身
と
す
る
。
翌
年
、
渡
辺

浩
基
ら
有
志
の
統
計
団
体
と
合
同
し
名
称
を
東
京
統
計
協
会
と
改
め
る
。

明
治
十
三
年
に
機
関
誌
『
統
計
集
誌
』
創
刊
。
明
治
十
九
年
に
は
共
立

統
計
学
校
を
合
併
し
、
明
治
三
十
五
年
社
団
法
人
と
な
る
。
統
計
学
術

の
進
歩
・
普
及
を
目
的
に
活
動
し
、
日
本
の
統
計
の
発
達
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
事
務
所
は
長
ら
く
東
京
銀
座
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十

四
年
に
麻
布
区
富
士
見
町
の
内
閣
統
計
局
内
に
移
転
。
昭
和
十
九
年
（
一

九
四
四
）
に
統
計
学
社
と
合
併
し
て
財
団
法
人
大
日
本
統
計
協
会
と
な

り
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）
に
日
本
統
計
協
会
と
改

称
し
今
日
に
至
る
。

「
東
京
統
計
協
会
蔵
書
」（
36
）

	

『
震
災
予
防
調
査
会
報
告
』（
Ｊ
XIV　
一
五
）



三
九

同
仁
会

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
る
医
療
団
体
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
）
神
田
一
ツ
橋
に
創
立
。
初
代
会
長
は
長
岡
護
美
。
ア
ジ
ア
諸
国

に
医
学
・
薬
学
の
技
術
を
普
及
し
、
一
般
衛
生
の
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。
翌
年
に
財
団
法
人
認
可
。
各
地
に
医
薬
学
校
を
設
立
し

人
材
育
成
に
努
め
、
病
院
を
各
地
に
設
置
経
営
し
、
医
師
薬
剤
師
を
派

遣
す
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
た
。
明
治
三
十
九
年
（
一

九
〇
六
）
機
関
誌
『
同
仁
』
創
刊
（
の
ち
『
同
仁
会
医
学
雑
誌
』
に
改

題
）。
明
治
末
年
以
降
は
事
業
地
を
中
国
本
土
に
移
し
、
医
療
を
通
じ

て
反
日
感
情
を
緩
和
す
る
役
割
を
も
担
う
よ
う
に
な
る
。
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
大
震
災
に
よ
り
事
務
所
を
焼
失
。
中
猿
楽
町
を
経
て
、

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
以
降
は
東
京
市
神
田
区
神
保
町
二
丁
目
に
事

務
所
を
置
く
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
解
散
。

「
財
団
法
人
同
仁
会
之
印
」（
30
）

	

『
中
華
民
国
医
事
衛
生
の
現
状
』（
XV　
五　
一
）



四
〇

東
方
学
研
究
日
本
委
員
会

　

東
洋
文
庫
内
に
設
置
さ
れ
た
組
織
の
一
つ
。
昭
和
二
十
八
年
（
一
九

五
三
）
和
田
清
理
事
（
一
八
九
〇　
一
九
六
三
）、
山
本
達
郎
理
事
（
一

九
一
〇　
二
〇
〇
一
）
の
努
力
に
よ
り
ハ
ー
バ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
財
団

よ
り
寄
付
金
を
得
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
発
足
す
る
。

日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
つ
い
て
の
人
文
・
社
会
科
学
的
研
究

を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
榎
一
雄
（
一
九
一
三　
一
九

八
九
）
が
事
務
局
長
を
担
当
。
昭
和
四
十
七
年
ま
で
継
続
し
、
研
究
費

や
出
版
費
を
助
成
す
る
ほ
か
研
究
者
養
成
制
度
に
よ
り
多
く
の
研
究
生

が
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
。『
東
洋
文
庫
年
報
』
に
拠
れ
ば
、
昭
和
五
十

年
に
百
五
部
二
百
二
十
九
冊
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

「
東
方
学
研
究
日
本
委
員
会
印
」（
24
）

	

＊
『
国
訳
大
典
会
通
』（
Ⅶ　
五　
一
〇
五
七
）
ほ
か

「
領
収
東
方
学
研
究
日
本
委
員
会
」（
31
）

	

『
井
上
文
庫
［
仮
目
録
］』（
Ⅱ　
一　
Ａ　
二
七
五
）

「Japan	Council	for	East	A
sian	Studies

」（
24
）

	
＊
『
文
選
李
善
注
引
書
攷
証
稿
（
Ⅱ
）』（
Ⅶ　
抜　
二
四
）
ほ
か



四
一

東
邦
協
会

　

明
治
大
正
期
の
ア
ジ
ア
主
義
的
政
治
団
体
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八

九
一
）
に
設
立
さ
れ
た
。
日
清
戦
争
前
後
に
最
盛
期
を
迎
え
、
会
頭
の

副
島
種
臣
、
副
会
頭
の
近
衛
篤
麿
の
ほ
か
、
犬
養
毅
、
陸
羯
南
、
渋
沢

栄
一
な
ど
が
関
係
者
に
名
を
連
ね
る
。
東
洋
諸
邦
や
南
洋
諸
地
域
の
地

理
・
商
況
・
兵
制
・
殖
民
・
国
交
・
歴
史
・
統
計
等
を
探
知
講
究
す
る

こ
と
を
創
立
目
的
と
し
た
。
機
関
誌
『
東
邦
協
会
報
告
』
を
刊
行
。
の

ち
『
東
邦
協
会
会
報
』
と
改
題
し
て
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
第
二
三

一
号
に
お
よ
ん
だ
。

　

掲
出
書
は
外
務
省
図
書
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
百
五
十
四
点
の
う
ち
の

一
点
。

「
東
邦
協
会
」（
38
）	

『
唐
太
話
』（
Ⅺ　
五　
Ｊ　
一
〇
三
七
）



四
二

東
洋
学
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

　

東
洋
文
庫
内
に
設
置
さ
れ
た
組
織
の
一
つ
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九

六
〇
）
に
国
内
外
の
東
洋
学
関
係
各
学
会
・
研
究
機
関
・
研
究
者
の
要

望
に
応
じ
て
相
互
連
絡
を
目
的
と
し
て
発
足
す
る
。
資
料
に
貼
付
さ
れ

た
寄
贈
者
ラ
ベ
ル
の
日
付
か
ら
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
頃
に
は

そ
の
活
動
を
終
え
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「IN
FO

RM
A
T
IO

N
	CEN

T
RE	O

F	A
SIA

N
	ST

U
D
IES

」（
26
）

	

『
中
国
文
新
聞
雑
誌
総
合
目
録
』（
Ⅱ　
二　
Ａ　
七
九
）



四
三

東
洋
学
連
絡
委
員
会

　

東
洋
文
庫
内
に
設
置
さ
れ
た
組
織
の
一
つ
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九

五
八
）
東
洋
文
庫
と
国
内
東
洋
学
者
と
の
情
報
交
流
と
意
見
交
換
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
。
発
足
時
の
委
員
数
は
一
六
名
。
初
代
委
員
長
は
和

田
清
（
一
八
九
〇　
一
九
六
三
）。
東
京
・
京
都
・
奈
良
・
仙
台
・
広
島

な
ど
の
国
立
大
学
・
研
究
所
の
ほ
か
に
、
慶
応
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大

学
か
ら
も
委
員
を
委
嘱
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
現
在
も
継
続
し
て
毎
年

春
秋
二
回
開
催
さ
れ
、
研
究
・
出
版
な
ど
東
洋
文
庫
の
主
要
な
事
業
に

関
し
て
審
議
・
勧
告
を
し
て
い
る
。

「
東
洋
学
連
絡
事
務
局
印
」（
24
）

＊
『
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
』（
Ⅱ　
一　
Ａ　
一
三
二*

）
ほ
か



四
四

東
洋
文
庫

　

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
に
あ
る
東
洋
学
研
究
専
門
の
研
究
所
・
図
書
館
。
大

正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
菱
の
岩
崎
久
弥
（
一
八
六
五　
一
九
五
五
）
が
、
Ｇ
・

Ｅ
・
モ
リ
ソ
ン
（
一
八
六
二　
一
九
二
〇
）
の
収
集
し
た
蔵
書
約
二
万
四
千
冊
を

購
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
大
正
十
三
年
財
団
法
人
東
洋
文
庫
と
し
て
開
設
さ

れ
、
以
来
、
日
本
の
東
洋
学
研
究
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
国
立
国
会
図
書
館
支
部
東
洋
文
庫
が
設
置
さ
れ

財
団
所
有
の
蔵
書
の
管
理
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
、
昭
和
三
十
六
年
に

は
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
付
置
さ
れ
た
。
現
在
の
蔵
書
数

は
一
〇
〇
万
冊
を
超
え
る
。
平
成
十
五
年
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

が
終
結
。
支
部
東
洋
文
庫
は
平
成
二
十
一
年
に
支
部
契
約
が
終
了
し
た
。
平
成

二
十
三
年
東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
。

　

⑴
～
⑽
は
登
録
番
号
印
。
六
桁
の
数
字
が
登
録
番
号
。
う
ち
⑴
⑵
⑶
は
、
登

録
年
月
日
も
打
印
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
⑴
の
昭
和
九
年
三
月
二
日
が

確
認
最
古
。
登
録
番
号
一
〇
〇
〇
〇
一
を
押
印
し
て
い
る
。
⑵
は
、
昭
和
二
十

年
代
前
半
に
の
み
限
定
的
に
現
れ
る
。
昭
和
三
十
年
代
半
ば
に
⑴
が
姿
を
消
し

て
、
大
型
の
⑶
に
置
き
換
わ
る
。
⑶
は
、
登
録
年
月
日
の
表
示
が
西
暦
と
昭
和

の
二
種
が
あ
り
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
ま
で
用
い
ら
れ
る
。

　

続
く
昭
和
四
十
年
代
半
ば
か
ら
⑷
の
使
用
が
始
ま
る
が
、
以
降
は
登
録
番
号

の
み
の
印
と
な
る
た
め
、
押
捺
時
期
の
特
定
が
難
し
く
な
る
。
⑸
は
辻
直
四
郎

（
一
八
九
九　
一
九
七
九
）旧
蔵
資
料
に
押
印
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
五

十
四
年
以
降
の
使
用
と
推
定
さ
れ
る
。
⑹
か
ら
以
降
は
、
使
用
期
間
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
が
、
多
巻
物
な
ど
の
押
捺
状
況
に
よ
り
前
後
関
係
を
類
推
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
頃
か
ら
使
わ
れ
始
め
る
⑽
は
、
⑶
以
来
踏
襲
さ
れ
て
き
た
印
文

中
の
「
蔵
書
印
」
の
文
字
を
改
め
て
、
実
態
に
即
し
た
「
登
録
印
」
と
し
た
。

こ
の
⑽
は
平
成
二
十
三
年
頃
ま
で
に
姿
を
消
し
、
以
降
は
登
録
番
号
の
み
の
打

印
と
な
る
。

⑴

⑵

⑶

⑷



四
五

　

⑾
～
⒀
は
収
受
印
で
、
受
け
入
れ
年
月
日
を
伴
う
受
領
印
と
し
て
使
用
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
合
冊
製
本
前
の
逐
次
刊
行
物
や
、
執
務
参
考
資
料
な
ど
、
図
書

原
簿
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
資
料
に
対
し
て
、
登
録
番
号
印
の
代
わ
り
に

捺
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

⒁
は
蔵
書
印
。
資
料
の
冒
頭
、
標
題
紙
や
巻
頭
な
ど
に
明
示
的
に
捺
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
頃
ま
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
に
押
捺
さ
れ
た
。
経
年
劣
化
に

伴
い
改
印
さ
れ
て
い
る
筈
だ
が
、
こ
こ
で
は
印
影
の
些
少
な
相
違
を
区
別
す
る

こ
と
は
し
な
い
。

　

⒂
は
隠
し
印
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
新
旧
の
相
違
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
追
究
し
な
い
。

　

⒃
、
⒄
も
蔵
書
印
。
⒁
を
継
承
し
て
、
平
成
二
十
四
年
頃
以
降
の
す
べ
て
の

資
料
に
押
さ
れ
る
。
両
者
の
使
い
分
け
は
、
和
漢
貴
重
書
⒄
と
そ
れ
以
外
⒃
と

さ
れ
て
い
る
。

　

⒅
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
よ
り
、
逐
次
刊
行
物
の
受
領
印
と
し
て
使
用
さ
れ

た
も
の
。
図
書
部
資
料
室
が
図
書
館
資
料
全
般
の
受
入
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。

　

⒆
も
蔵
書
印
で
あ
る
。
纏
ま
っ
て
押
捺
を
確
認
で
き
る
の
は
平
成
二
十
三
年

受
入
の
蟻
川
五
郎
作
旧
蔵
書
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
散
見
す
る
が
、
短
期
間

の
使
用
に
と
ど
ま
る
。『
東
洋
文
庫
年
報
二
〇
〇
九
年
度
』
に
い
う
「
蔵
書
印
の

改
定
・
整
備
を
実
施
し
た
。」
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

⒇
は
、
⑴
に
先
立
つ
「
プ
レ
登
録
番
号
印
」
と
お
ぼ
し
い
が
、
い
ま
だ
確
認

事
例
が
少
な
く
、
詳
細
は
不
明
。
洋
書
に
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の
か
。
日
付
は

昭
和
七
年
十
二
月
か
ら
昭
和
九
年
一
月
ま
で
、
登
録
番
号
は
七
〇
〇
一
七
か
ら

七
〇
七
三
三
ま
で
の
、
お
お
よ
そ
百
の
事
例
を
数
え
る
の
み
。

（
１
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
昭
和
年
月
日
」（
22
）

	

『
燕
京
大
学
図
書
館
概
況
』（
Ⅱ　
一
五　
Ｃ　
一
〇
〇
四
）
ほ
か

（
２
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
昭
和
年
月
日
」（
24
）

	

『Saddharm
apun

…
』（
Ⅻ　
一
〇　
Ｃ　
ｃ　
一
四
一
）
ほ
か

（
３
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
書
印
」（
35
）

	

『
祁
忠
敏
公
日
記
』（
Ⅱ　
一
〇　
Ｄ　
二
四*

）
ほ
か

（
４
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
書
印
」（
25
）

	
『
新
着
図
書
目
録
．
三
二
』（
Ⅱ　
一　
Ａ　
二
五
九
）
ほ
か

⑸

⑹

⑺

⑻



四
六

（
５
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
書
印
」（
25
）

『A
	list	of	books	on	travels	and	voyages	at	T

he	T
oyo	Bunko

』

（
Ｔ　
Ⅰ　
一　
Ｂ　
一
）
ほ
か

（
６
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
書
印
」（
24
）

	

『
国
史
大
辞
典
．
一
二
』（
Ⅹ　
五　
Ａ　
一
六
七
）
ほ
か

（
７
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
書
印
」（
23
）

	

『
御
定
駢
字
類
編
』（
Ⅲ　
一
五　
一
九*

）
ほ
か

（
８
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
書
印
」（
23
）

	

『
新
着
図
書
目
録
．
三
四
』（
Ⅱ　
一　
Ａ　
二
五
九
）
ほ
か

（
９
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
書
印
」（
24
）

	

『
近
代
蔵
書
印
譜
．
三
』（
Ⅱ　
一　
Ａ　
六
三
六
（
四
一
））
ほ
か

（
10
）「
財
団
法
人
東
洋
文
庫
登
録
印
」（
23
）

	

『
新
着
図
書
目
録
．
四
一
』（
Ⅱ　
一　
Ａ　
二
五
九
）
ほ
か

（
11
）「
収
受
昭
和
回
答
東
洋
文
庫
」（
36
）

	

『
朝
鮮
医
籍
考
．
補
遺
』（
XV　
一　
一
）
ほ
か

（
12
）「
収
受
昭
和
財
団
法
人
東
洋
文
庫
」（
28
）

	

『
波
斯
湾
沿
岸
諸
国
経
済
事
情
調
査
報
告
書
』

（
XIII　

六　
Ｃ　
六
）
ほ
か

（
13
）「
収
受
東
洋
文
庫
」（
28
）	

『
古
暦
』（
二　
Ｃ　
ｅ　
一
）

（
14
）「
東
洋
文
庫
」（
49
）	

『
示
威
周
行
』（
Ⅱ　
一
一　
Ａ　
七
四
）
ほ
か

（
15
）「
東
洋
文
庫
（
丸
印
）」（
8
）

	

『
燕
京
大
学
図
書
館
概
況
』（
Ⅱ　
一
五　
Ｃ　
一
〇
〇
四
）
ほ
か

（
16
）「
東
洋
文
庫
（
長
方
印
）」（
37
）

	

『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』（
Ⅲ　
一
二　
Ａ　
八
二
七
）
ほ
か

（
17
）「
東
洋
文
庫
（
方
印
）」（
20
）

	

『［
鼇
頭
］
護
法
論
』（
Ⅲ　
一
二　
Ｊ　
八
〇
六
）
ほ
か

（
18
）「
東
洋
文
庫
資
料
室
之
印
」（
18
）	『
典
籍
．
一
』（
Ｊ
Ⅱ　
九
七
一
）
ほ
か

（
19
）「T

H
E	T

O
Y
O
	BU

N
K
O
	

東
洋
文
庫	T

H
E	T

O
Y
O
	BU

N
K
O

」（
21
）

	

『
柳
文
』（
Ⅳ　
二　
Ｂ　
八
二
三
）
ほ
か

（
20
）「T

he	T
oyo	Bunko	Reg.	N

o.

」（
15
）

	

『V
asco	da	Gam

a

』（
Ⅻ　
八　
Ｃ　
三
五
）
ほ
か

⑼⑽



四
七

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

⒄

⒅

⒆

⒇



四
八

南
支
調
査
会

　

昭
和
戦
前
期
の
調
査
機
関
。
参
謀
本
部
や
台
湾
軍
を
後
ろ
盾
に
し
て

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
創
立
。
華
南
や
南
洋
に
関
す
る
諸
調
査
を

行
な
い
、
経
済
進
出
を
誘
掖
指
導
し
、
東
亜
共
栄
圏
の
経
済
的
発
展
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
会
長
は
井
上
匡
四
郎
。
渋
谷
区
代
々
木

本
町
に
本
部
（
調
査
部
、
南
方
文
庫
）
を
置
き
、
麹
町
区
内
幸
町
二
丁

目
に
は
分
室
を
置
い
た
。
日
本
の
南
進
が
現
実
化
す
る
に
つ
れ
て
活
動

範
囲
が
拡
大
し
、
支
部
を
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
配
置
し
た
。
機
関
誌
は

『
南
方
』（『
南
華
』
を
改
題
）。
収
集
し
た
華
南
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
関

係
の
資
料
は
南
方
文
庫
に
整
理
・
保
管
さ
れ
た
。『
南
方
文
庫
目
録
』
が

復
刻
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
解
散
。
蔵
書
の
行
方

は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
「
井
上
匡
四
郎
文

書
」
中
に
南
支
調
査
会
関
係
の
文
書
が
残
る
。

「
昭
和
年
月
日
第
号
南
支
調
査
会
」（
20
）

	

＊
『Report	and	bugdet	for	the	year

』（
七
三
五
）

	

『
中
華
民
国
交
通
全
図
』（
四
九
九
五
）

「
南
方
文
庫
地
域
部
門
番
号
」（
43
）

	

＊
『Report	and	bugdet	for	the	year

』（
七
三
五
）

	

『
林
文
忠
公
年
譜
』（
二
〇
五
〇
）

	

『
中
華
民
国
交
通
全
図
』（
四
九
九
五
）

	

『
郷
村
建
設
文
集
』（
二
〇
五
九
八
）

	

『
中
国
鉄
道
史
』（
二
〇
五
九
九
）



四
九

南
洋
協
会

　

大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
調
査
機
関
。
南
洋
に
於
け
る
諸
般
の
事
項
を

講
究
し
て
そ
の
事
情
を
解
明
し
以
て
日
本
・
南
洋
共
同
の
福
利
を
増
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
設
立
さ
れ
た
。

東
京
市
麹
町
区
丸
の
内
に
事
務
所
を
置
く
。
文
化
部
と
調
査
部
に
分
け
、

他
に
バ
ン
コ
ク
・
マ
ニ
ラ
・
メ
ダ
ン
バ
タ
ビ
ア
・
ダ
バ
オ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
に
支
部
を
置
い
た
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
財
団
法
人

に
改
組
。
機
関
誌
は
月
刊
の
『
南
洋
協
会
会
報
』（
の
ち
『
南
洋
協
会

雑
誌
』
さ
ら
に
『
南
洋
』）。
そ
の
ほ
か
、
商
品
陳
列
所
の
開
設
や
商
業

実
習
生
の
派
遣
、
南
洋
学
院
の
経
営
な
ど
を
実
施
し
、
政
府
の
南
進
政

策
に
影
響
を
与
え
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
解
散
。

　

掲
出
書
は
井
上
準
之
助
（
一
八
六
九　
一
九
三
二
）
旧
蔵
。
井
上
準

之
助
は
大
正
五
年
に
南
洋
協
会
評
議
員
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。

「
□
第
附
受
南
洋
協
会
」（
28
）

	

『
爪
哇
の
糖
業
政
策
及
其
の
糖
業
機
関
』（
XVII　

二　
Ｃ　
二
）



五
〇

南
洋
経
済
研
究
所

　

昭
和
戦
前
期
の
調
査
機
関
。
南
洋
資
源
利
用
の
科
学
的
研
究
、
南
洋

事
情
の
調
査
研
究
な
ど
を
目
的
と
す
る
。
海
軍
省
の
斡
旋
と
指
導
に
よ

り
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
設
立
。
理
事
長
は
海
軍
少
将
の
糟
谷
宗

一
。
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
に
事
務
所
を
置
く
（
の
ち
赤
坂
区
表
町
に

移
転
）。
昭
和
十
六
年
に
財
団
法
人
認
可
。
機
関
誌
は
『
研
究
資
料
』（
の

ち
『
南
洋
経
済
研
究
』）。	

　

掲
出
書
は
外
務
省
図
書
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
百
五
十
四
点
の
う
ち
の

一
点
。

「
地
番
」（
18
）	

『
和
蘭
文
典
』（
Ⅷ　
一
〇　
一
〇
五
七
）

「
南
洋
経
済
研
究
所
昭
和
年
月
日
登
録N

o.

」（
30
）

	

『
和
蘭
文
典
』（
Ⅷ　
一
〇　
一
〇
五
七
）

「
南
洋
経
済
研
究
所
蔵
書
」（
36
）

	

『
和
蘭
文
典
』（
Ⅷ　
一
〇　
一
〇
五
七
）

「
南
洋
経
済
研
究
所
登
録
済
」（
26
）

	

『
和
蘭
文
典
』（
Ⅷ　
一
〇　
一
〇
五
七
）

「
番
号
」（
18
）	

『
和
蘭
文
典
』（
Ⅷ　
一
〇　
一
〇
五
七
）



五
一



五
二

日
本
経
済
聯
盟
会

　

昭
和
戦
前
期
の
経
済
団
体
。
日
本
銀
行
総
裁
の
井
上
準
之
助
ら
を
発

起
人
と
し
て
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
結
成
さ
れ
た
。
商
工
業
団

体
お
よ
び
商
工
業
を
営
む
法
人
な
ど
か
ら
な
る
会
員
組
織
。
会
長
は
団

琢
磨
。
事
務
所
を
東
京
市
麹
町
区
丸
の
内
一
丁
目
の
日
本
工
業
倶
楽
部

内
に
置
く
。
機
関
誌
『
経
済
聯
盟
』
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
創
刊
。

昭
和
初
期
の
経
済
政
策
に
か
か
わ
る
独
占
資
本
の
意
志
決
定
機
関
と
し

て
の
位
置
を
占
め
た
。
昭
和
十
四
年
に
外
資
導
入
工
作
と
し
て
対
外
経

済
調
査
委
員
会
（
の
ち
、
対
外
委
員
会
と
改
称
。
世
界
経
済
調
査
会
の

前
身
）
を
設
立
し
た
が
、
そ
の
事
務
局
が
日
本
経
済
聯
盟
会
分
室
を
称

し
た
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
経
済
団
体
連
合
会
の
設
立
に
伴

い
、
解
散
。

「
日
本
経
済
聯
盟
会
分
室
用
図
書
」（
24
）

	

『
満
洲
紳
士
録
』（
三
〇
七
二
）



五
三

日
本
国
際
協
会

　

昭
和
戦
前
期
の
調
査
研
究
団
体
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
外
務
省

の
外
郭
団
体
と
し
て
創
立
し
た
日
本
国
際
連
盟
協
会
を
前
身
と
す
る
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
日
本
政
府
の
国
際
連
盟
脱
退
を
契
機
に
名
称

を
日
本
国
際
協
会
と
改
め
た
。
外
務
・
内
務
・
文
部
三
省
の
主
管
下
の

社
団
法
人
。
東
京
麹
町
区
丸
の
内
二
丁
目
に
事
務
所
を
置
き
、
各
国
と

の
親
善
お
よ
び
協
力
を
増
進
し
国
際
正
義
の
確
立
お
よ
び
国
際
平
和
の

実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
月
刊
機
関
誌
『
国
際
知
識
』

（
の
ち
『
国
際
知
識
及
評
論
』）。
昭
和
十
年
に
太
平
洋
問
題
調
査
会
を

合
併
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
定
款
を
改
め
日
本
外
政
協
会
と
改

称
し
た
。
戦
後
は
、
国
際
連
合
研
究
会
を
経
て
昭
和
四
十
七
年
に
日
本

国
際
連
合
協
会
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。

掲
出
書
は
開
国
百
年
記
念
事
業
会
収
集
資
料
中
の
一
点
で
あ
る
。

「
日
本
国
際
協
会
蔵
書
」（
30
）

	

『
丸
ノ
内
今
登
昔
』（
Ⅹ　
五　
Ｈ　
ｂ　
五
八
）



五
四

日
本
骨
董
協
会

　

明
治
時
代
の
骨
董
愛
好
家
団
体
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
古

物
や
美
術
に
関
す
る
知
識
の
交
換
を
目
的
と
し
て
宮
武
外
骨
（
一
八
六

七　
一
九
五
五
）
が
設
立
。
東
京
市
麹
町
区
永
田
町
二
丁
目
に
事
務
所

を
置
い
た
。
幹
事
兼
編
輯
員
に
宮
武
外
骨
、
会
長
に
今
泉
雄
作
、
特
別

会
員
に
富
岡
鉄
斎
や
井
上
頼
圀
、
国
分
青
厓
、
犬
養
毅
、
大
槻
如
電
、

通
常
会
員
に
和
田
信
二
郎
ら
の
名
が
見
え
る
。
月
刊
の
機
関
誌
『
骨
董

協
会
雑
誌
』
は
、
日
本
最
初
の
骨
董
趣
味
専
門
雑
誌
と
し
て
明
治
二
十

九
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
骨
董
雑
誌
』（
一
二
号
で
休
刊
）
の
後
身
。
発

行
所
を
会
員
組
織
と
し
て
復
刊
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
財
政
上
の

問
題
に
よ
り
四
号
限
り
で
廃
刊
と
な
っ
た
。

　

掲
出
書
の
『
睡
余
小
録
』
は
、『
骨
董
協
会
雑
誌
』
一
号
に
「
骨
董

書
籍
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
。

「
日
本
骨
董
協
会
」（
35
）	

『
睡
余
小
録
』（
Ⅱ　
一　
Ｅ　
一
〇
三
六
）



五
五

日
本
貿
易
協
会

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
調
査
研
究
機
関
。
明
治
十
八
年
（
一

八
八
五
）
創
立
。
貿
易
の
奨
励
・
拡
張
に
関
す
る
事
項
の
調
査
・
研
究

を
目
的
と
し
て
い
る
。
東
京
市
京
橋
区
銀
座
に
事
務
所
を
置
く
。
明
治

四
十
四
年
に
社
団
法
人
と
な
る
。
機
関
誌
『
貿
易
』（
明
治
二
十
一
年

創
刊
の
『
貿
易
協
会
雑
誌
』
を
明
治
三
十
三
年
に
改
題
）。
昭
和
二
十

二
年
（
一
九
四
七
）
新
た
に
発
足
し
た
社
団
法
人
日
本
貿
易
会
に
統
合

し
た
。

　

掲
出
書
は
開
国
百
年
記
念
事
業
会
収
集
資
料
中
の
一
点
で
あ
る
。

「
社
団
法
人
日
本
貿
易
協
会

東
京
市
京
橋
区
銀
座
西
七
丁
目
三
番
地
」（
26
）

『
浅
野
セ
メ
ン
ト
沿
革
史
』（
XVII　

一　
Ｅ　
一
三
三
）



五
六

訪
書
会

　

古
書
籍
業
者
の
た
め
の
私
的
研
究
会
。
古
書
籍
に
関
す
る
研
鑽
に
努

め
業
界
全
体
の
知
識
水
準
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
弘
文
荘
反
町
茂
雄
（
一
九
〇
一　
一
九
九
一
）
を
中
心
に

結
成
さ
れ
た
。
会
名
は
和
田
維
四
郎
『
訪
書
余
録
』
に
因
む
。
東
京
古

書
肆
中
の
中
堅
有
志
を
会
員
と
し
、
東
京
市
本
郷
区
西
片
町
の
弘
文
荘

内
を
所
在
地
と
し
た
。
毎
月
の
例
会
で
の
勉
強
会
の
ほ
か
、
会
員
の
研

究
発
表
や
座
談
会
な
ど
も
交
え
、
書
誌
学
界
の
名
士
を
招
く
聴
取
会
も

開
催
し
た
。
機
関
誌
『
訪
書
会
雑
誌
』
は
昭
和
十
二
年
の
創
刊
。
ま
た

『
訪
書
会
叢
書
』
を
刊
行
し
て
い
る
。『
金
沢
文
庫
再
訪
観
書
目
録
』（
Ⅱ

　

展　
一
（
三
二
〇
））
の
刊
年
に
よ
り
、
会
の
活
動
が
昭
和
十
四
年
（
一

九
三
九
）
頃
ま
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

掲
出
書
は
、
昭
和
三
十
七
年
頃
に
東
洋
文
庫
が
一
括
し
て
受
け
入
れ

た
反
町
氏
収
集
に
か
か
る
『
古
典
籍
展
観
書
目
』
の
う
ち
の
一
点
で
あ

る
。「

訪
書
会
」（
48
）

	
『
南
葵
文
庫
創
立
紀
念
会
陳
列
目
録
』（
Ⅱ　
展　
一　
（
九
三
））



五
七

三
菱
合
資
会
社
資
料
課

　

大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
調
査
研
究
機
関
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

創
設
。
事
業
経
営
上
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
、
理
論
実

践
両
方
面
に
わ
た
っ
て
広
く
収
集
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
た
。
開
設
当

初
の
人
員
は
、
課
長
以
下
三
十
一
名
。
大
正
十
五
年
頃
に
は
既
存
の
基

礎
的
重
要
資
料
の
収
集
を
ほ
ぼ
終
え
、
そ
の
後
は
社
業
の
参
考
と
な
る

実
際
的
資
料
の
蒐
集
に
努
め
た
。
ま
た
、
社
外
の
希
望
者
に
対
し
て
も

閲
覧
等
の
便
宜
を
供
し
た
。
調
査
機
関
と
し
て
の
社
会
的
重
要
性
が
高

ま
っ
た
こ
と
か
ら
本
社
組
織
よ
り
分
離
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
七
年
（
一

九
三
二
）
財
団
法
人
三
菱
経
済
研
究
所
と
し
て
独
立
し
た
。
和
田
維
四

郎
蒐
集
の
鉱
物
資
料
も
資
料
課
が
保
管
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
に
三
菱

鉱
業
株
式
会
社
鉱
物
研
究
所
に
移
さ
れ
た
。

　

関
連
す
る
蔵
書
印
と
し
て
は
掲
出
の
ほ
か
に
「
資
料
課3.2.9.

」
や

「
三
菱
経
済
研
究
所
図
書
之
印
」
を
確
認
し
て
い
る
。

「
資
料
課
図
書
之
印
」（
36
）

	

『
済
南
事
件
の
真
相
と
支
那
の
輿
論
』（
八
三
四
六
）

	

『
臨
時
政
府
と
善
後
会
議
』（
八
三
五
四
）

	

＊
『
南
京
に
於
け
る
南
軍
暴
逆
事
件
事
実
調
査
』（
八
三
五
九
）

	

『
北
京
政
府
政
治
組
織
綱
領
』（
八
三
六
〇
）

「
資
料
課
図
書
室
」（
40
）

	

『
済
南
事
件
の
真
相
と
支
那
の
輿
論
』（
八
三
四
六
）

	

『
臨
時
政
府
と
善
後
会
議
』（
八
三
五
四
）

	
『
南
京
に
於
け
る
南
軍
暴
逆
事
件
事
実
調
査
』（
八
三
五
九
）

	

＊
『
北
京
政
府
政
治
組
織
綱
領
』（
八
三
六
〇
）



五
八

無
窮
会

　

神
道
・
国
学
お
よ
び
漢
学
関
係
の
専
門
図
書
館
。
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
平
沼
騏
一
郎
が
井
上
頼
圀
（
一
八
三
九　
一
九
一
四
）
の
旧
蔵

書
三
万
五
千
冊
を
一
括
購
入
し
て
設
立
。
東
京
府
豊
多
摩
郡
大
久
保
に

書
庫
を
建
設
し
、
神
習
文
庫
と
名
付
け
た
。
そ
の
後
は
漢
学
者
の
蔵
書

を
順
次
蒐
集
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
財
団
法
人
と
な
る
。
ほ
か

に
東
洋
文
化
研
究
所
を
経
営
し
て
国
学
・
儒
学
関
係
の
研
究
者
の
育
成

に
努
め
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
は
無
窮
会
図
書
館
と
改
称
。
昭
和
四
十

一
年
（
一
九
六
六
）
東
京
都
町
田
市
玉
川
学
園
に
移
転
し
た
。

「
無
窮
会
消
印
」（
37
）	

『
尚
古
造
紙
挿
』（
Ⅱ　
一　
Ｅ　
一
〇
六
五
）

「
無
窮
会
神
習
文
庫
」（
46
）

	

『
尚
古
造
紙
挿
』（
Ⅱ　
一　
Ｅ　
一
〇
六
五
）



五
九

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

　

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
七
月
に
東
洋
文
庫
に
付
置
さ
れ
た
東

ア
ジ
ア
地
域
研
究
機
関
。
ユ
ネ
ス
コ
の
「
東
西
文
化
価
値
の
相
互
理
解

に
関
す
る
重
要
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
東
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
学
術

的
調
査
及
び
研
究
を
担
当
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
洋
文
庫
が
従
来
か

ら
担
っ
て
き
た
国
際
的
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
が
拡
充
・
強
化
さ
れ

た
。
初
代
所
長
は
辻
直
四
郎
（
一
八
九
九　
一
九
七
九
）。
副
所
長
に
榎

一
雄
（
一
九
一
三　
一
九
八
九
）。
参
与
に
石
田
幹
之
助
（
一
八
九
一　

一
九
七
四
）、
岩
井
大
慧
（
一
八
九
一　
一
九
七
一
）
の
名
が
見
え
る
。

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
使
命
を
終
え
て
活
動
を
修
了
し
た
。

「
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
書
印
」（
16
）

『Report	on	the	dm
inistration	of	Burm

a
for	the	year.	1933-34

』（
XVIII　

Ｆ　
一
八
一
）

「
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
書
印
（
逆
さ
）」（
15
）

	

『
森
銑
三
著
作
集
．
第
一
巻
』（
Ⅱ　
一　
Ｂ　
八
九
）

	

『
書
物
同
好
会
会
報
』（
Ｊ
Ⅱ　
六
二
五
）

	

＊
『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』（
Ｙ　
一
四
二　
一
）

「U
N
ESCO

	Centre	U
-	T

O
Y
O
	BU

N
K
O

」（
37
）

	

『
正
続
群
書
類
従
総
目
録
』（
Ⅱ　
一　
Ｂ　
五
〇
）

	

『
書
物
同
好
会
会
報
』（
Ｊ
Ⅱ　
六
二
五
）

	

＊
『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』（
Ｙ　
一
四
二　
一
）

（
国
立
国
会
図
書
館
司
書
）
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